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１ 課題設定の理由  

本校「ふるさとの森」には、周辺の他の学校にはないクスノキ、ヤブツバキ、アラカシ、

ヤマモモ、モッコク、カクレミノなどの立派な照葉樹が植えられており、自然色豊かな独

特の景観を醸し出している。また、少し離れた「城山」には、スダジイ、カゴノキ、バク

チノキ、ムクノキ、エノキ、ヤブニッケイなど、昔からの植生が保存されており、おそら

くその自然度も高いだろうと推測される。学校林や城山などは、植物や昆虫などの動物を

もとにした研究はよくなされているが（橋越 ,1999、愛媛県立博物館,1984）、その土壌にま

で目を向けた研究はあまり例を見ない。  

そこで、私たちは、自然度の指標生物としてよく研究

されている土壌動物を用いて、学校周辺や城山周辺の環

境診断を行いたいと考え、今回の課題を設定した。    

２ 調査地点と研究の方法 

(1) 調査地点 

   調査地点は、学校周辺及び城山（宇和島市）で、そ

れぞれ４地点を設けた（図１・２）。  

(2) 土壌（表土を含む）を、縦 30 ㎝、横 30 ㎝、深さ

10 ㎝の方形枠から採取し、ポリエチレンの袋に入れ、

実験室へ持ち帰った。 

  ① 採取した土壌を少しずつ取り出し、バットの中に

広げ、小動物を肉眼で見つけてピンセットで捕らえ、

70％アルコールの入った管びんの中へ固定した（ハ

ンド・ソーティング法）。このとき、動物名と個体

数を記録した。 

  ② ①の作業が終わった土壌の大部分を３日間ツル

グレン装置にかけて、さらに小形の動物を抽出した。

抽出した小形動物は、70％アルコール溶液からグリ

セリン液へ移し、生物顕微鏡下で観察しながら、青

木（1991）・江原（1980）に従って分類を行い、動

物名と個体数を記録した。  

 (3) 自然度評価は、土壌動物による方法【表の「Ａ」】

（生物実験ノート, 2014〔青木,1995 を改編〕）とササ

ラダニによる方法「科による判定」【表の「Ｂ」】（青

木, 1979）同じくササラダニによる方法「種による判

定」【表の「Ｃ」】（青木, 1995）を使って、各生物の得

点を設定した。「Ａ」で用いた生物実験ノートによれば、得点 60 点以上で「自然が豊か

な良い環境」、30～59 点で「次第に環境が荒れ始めている」、30 点未満で「人間によって

荒らされた環境である」と基準が定められている。また、「Ｂ」と「Ｃ」では、ササラダ

ニについて、「５点＝自然林や神社林を主体に生息する科または種」、「４点＝自然林から

二次林にかけて生息する科または種」、「３点＝二次林を中心に生息する科または種」、「２

点＝さまざま環境に幅広く生息する科または種」、「１点＝人工的環境に多く生息する科

または種」と定義されているので、これを利用し、それぞれの場所においてΣ（ササラ

ダニの科・種の得点）×（その個体数）／Σ（ササラダニの個体数）を計算した。その

結果を表の最後の欄、及び図３に示す。  
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表　　学校周辺及び城山（宇和島城）周辺の土壌動物調査結果

番号 分          類 名         称 学  　　名　　 (種　  名） Ａ Ｂ Ｃ ① ② ③ ④ ① ② ③ ④

袋形動物門 ASCHELMINTHES
1 線虫綱 線虫の一種 Nematoda sp. - 2 1

軟体動物門 　 MOLLUSCA
2 腹足鋼 巻貝の一種 Gastropoda sp. 5 1 1 1 5 1

環形動物門 ANNELIDA
3 貧毛綱 ミミズの一種 Oligochaeta 3 1 2 8

節足動物門 ARTHROPODA
甲殻綱 Crustacea
等脚目(ワラジムシ目） Isopoda

4 〃 ワラジムシ（複数種） 3 9 9 1 29 2 21
5 〃 ダンゴムシ（複数種） 1 12 14 2 2

ヤスデ鋼（倍脚鋼） Dipropoda
6 〃 フサヤスデ科の一種 Polyxenidae sp. 5 2
7 〃 ハガヤスデ科の一種 Pyrgodesmidae sp. 5 4 2
8 〃 シロハダヤスデ科の一種 Cryptodesmidae sp. 5 5
9 〃 ヤスデ（複数種） Dipropoda spp. 5 3 1 8

ムカデ鋼（唇脚鋼） Chilopoda
10 〃 イシムカデ目（複数種） Lithobiomorpha spp. 3 3 1 1 1 1 1
11 〃 オオムカデ目（複数種） Scolopendromorpha spp. 5 1 1
12 〃 ジムカデ目（複数種） Geophilomorpha spp. 5 1 3 1

コムカデ鋼 Symphyla
13 〃 コムカデの一種 Symphyla sp. 5 1 2

クモ鋼 Arachnida
14 〃 クモ目(複数種） Araneae spp. 1 2 1 1 1 1
15 〃 カニムシ目の一種 Pseudoscorpiones sp. 3 5

〃 ダニ目 Acari
〃    トゲダニ亜目 Gamasida

16 〃    ツブトゲダニ科アイノダニ属の一種Ologamasidae sp. 1 1 3
〃    ホコダニ科 Parholaspididae

17 〃    　ホコダニモドキ Euparholaspulus primoris 1 1
18 〃    ホコダニ科の一種 Parholaspididae sp. 1 1
19 〃    ハエダニ科の一種 Macrochelidae sp. 1 1
20 〃    ダルマダニ科の一種 Pachylaelapidae sp. 1 1
21 〃    イトダニ科の一種 Uropodidae sp.1 1 9 9 3 2 16
22 〃    イトダニ科（複数種） Uropodidae spp. 1 4 1 1 3
23 〃    トゲダニ亜目（複数種） Gamasida　spp. 1 5 2 1 2 4

〃    ケダニ亜目 Prostigmata
24 〃    　ナガタカラダニ科の一種 Smarididae sp. 1 1
25 〃    ケダニ亜目(複数種） Prostigmata　spp. 1 7 1 1

〃    ササラダニ亜目 Oribatida
〃    イレコダニ科の一種 Phthiracaridae 4

26 〃    　ヤマトイレコダニ Phthiracarus japonicus 1 4 1 2 2 1 2
27 〃    タテイレコダニ科の一種 Oribotritiidae sp. 1 3 3 1
28 〃    ヘソイレコダニ科の一種 Euphthiracaridae sp. 1 2 2 2 3

〃    ヒワダニ科 Hypochthoniidae 2
29 〃    　フトゲナガヒワダニ Eohypochthonius crassisetiger 1 4 3 1

〃    ツツハラダニ科 Lohmanniidae 5
30 〃    　フトツツハラダニ Mixacarus exilis 1 5 6

〃    ハラミゾダニ科 Epilohmanniidae 1
31 〃    　オオハラミゾダニ Epilohmannia ovata 1 2 6
32 〃    アミメオニダニ科の一種 Nothridae sp. 1 2 2 1 1
33 〃    オニダニ科の一種 Camisiidae sp. 1 4 4 1

〃    コナダニモドキ科 Malaconothridae 4
34 〃    　チビコナダニモドキ Malaconothrus pygmaeus 1 4 2
35 〃    ジュズダニ科の一種 Damaeidae sp. 1 2 2 4 1

〃    クモスケダニ科 Eremobelbidae 3
36 〃    　ヤマトクモスケダニ Eremobelba japonica 1 2 1 1 5
37 〃    アミメマントダニ科の一種 Heterobelbidae sp. 1 - - 2

〃    ツブダニ科 Oppiidae 1
38 〃    　ナミツブダニ Oppiella nova 1 2 3
39 〃    　タモウツブダニ Multioppia brevipectinata 1 4 4

〃    コイタダニ科 Oribatulidae 1
40 〃    　サカモリコイタダニ Oribatula sakamorii 1 1 10

〃    シダレコソデダニ科 Xylobatidae 1
41 〃    　オオナガコソデダニ Protoribates lophotrichus 1 1 2 1

〃    コソデダニ科 Haplozetidae 1
42 〃    　マルコソデダニ Peloribates acutus 1 1 1

〃    コバネダニ科 Ceratozetidae sp. 4
43 〃    　キュウジョウコバネダニ Ceratozetella imperatoria 1 4 3 5

〃    フリソデダニモドキ科 Galumnellidae 5
44 〃    　フリソデダニモドキ Galumnella nipponica 1 5 1

昆虫綱 Insecta
カマアシムシ目 Protura

45 〃 カマアシムシ目の一種 Protura sp.　 - 1
トビムシ目 Collembola

46 〃 ヒメトビムシ科の一種 Hypogastruridae sp. 1 2 2
47 〃 イボトビムシ科の一種 Neanuridae sp. 1 1
48 〃 キヌトビムシ科の一種 Oncopoduridae sp. 1 1
49 〃 アヤトビムシ科の一種 Entomobryidae sp. 1 1 1
50 〃 ツチトビムシ科の一種 Isotomidae sp. 1 3 6 2

コムシ目 Diplura
51 〃 ハサミコムシ科の一種 Japygidae sp. 3 1
52 〃 ナガコムシ科の一種 Campodeidae sp. 3 2 1 5

シミ目（総尾目） Thysanura
53 〃 シミ目の一種 Thysanura　sp. 5 1

カメムシ目（半翅目） Hemiptera
54 〃 アブラムシ上科の一種 Aphidoidea sp. 3 1 1
55 〃 カメムシの一種 Hemiptera　sp. 3 1

アザミウマ目（総翅目） Heteroptera
56 〃 アザミウマ目の一種 Heteroptera　sp. 3 1
57 鞘翅目 甲虫の幼虫 Coleoptera 3 1 3 2

鞘翅目 甲虫の成虫 Coleoptera
58 〃 アリヅカムシ科の一種 Pselaphidae sp. 5 1 1
59 〃 コガネムシ科の一種 Scarabaeidae 5 1
60 〃 ヒゲナガゾウムシ科の一種Anthribidae sp. 3 1
61 〃 ゾウムシ科の一種 Curculionidae sp. 3 1
62 〃 ヒメキノコムシ科の一種 Sphindidae sp. 3 1
63 〃 カミキリムシ科の一種 Cerambycidae sp. 3 1
64 〃 甲虫の成虫（複数種） Coleoptera spp. 5 1 1 2

ハエ目（双翅目） Diptera
65 ハエ目（双翅目）の幼虫 Diptera sp. 1 1

八チ目アリ科 Formicidae
〃 ハリアリ亜科 Ponerinae

66 〃   ノコギリハリアリ Amblyopone silvestrii 1 1
67 〃 　オオハリアリ Brachyponera chinensis 1 5 2 3
68 〃 　ニセハリアリ Hypoponera sauteri 1 6 3

〃 フタフシアリ亜科 Myrmicinae
69 〃 　アシナガアリ属の一種 Aphaenogaster sp. 1 1 2
70 〃 　オオズアリ（ａ型） Pheidole nodus 1 1
71 〃 　トフシアリ Solenopsis geminata 1 7
72 〃 　コツノアリ（ｂ型） Oligomyrmex sauteri 1 91 3
73 〃 　ツヤシリアゲアリ Crematogaster laboriosa 1 1 1
74 〃 　ウロコアリ Strumigenys lewisi 1 10 1
75 〃   ヒラタウロコアリ Pentastruma canina 1 1

〃 カタアリ亜科 Dolichoderinae
76 〃 　ヒラフシアリ属の一種 Technomyrmex sp. 1 1

〃 ヤマアリ亜科 Formicinae
77 〃 　アメイロアリ Paratrechina flavipes 1 2
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３ 結果と考察 

 (1) 各自然度評価の結果  

   土壌動物による自然度評価では、概ね城山周辺は高く、学校では「ふるさとの森」の

土が二重柿やテニスコートの土と比べて高かった（30 点以上）。城山周辺でも、入り口

付近の土は道路に近いために、人による影響を受けやすいのではないかと考えられる。

また、60 点を超えるような場所は、残念ながらどこにもなく、城山内であっても道路舗

装や人の出入りの影響を強く受けることが分かった（図３）。  

ササラダニを使った自然度評価でも、土壌動物を用いた評価と同じような結果が得ら

れたが（図３）、城山入り口であっても、こちらでは高い評価が得られた。ササラダニの

食物は落葉・落枝・腐葉・朽木・腐植質・菌類などであり、学校周辺より植物の種類が

豊富な城山の方がダニの多様性も高く、自然度評価も自ずから高くなると考えられる。  

(2) ササラダニ出現種からの考察 

  ① 学校林で多く現れた種（城山にいない） 

    フトツツハラダニ、オオハラミゾダニ、ナミツブダニ、サカモリコイタダニ、オオ

ナガコソデダニ、フリソデダニモドキなどが出現した。このうち、フトツツハラダニ

やフリソデダニモドキなどは「評価５：自然林や神社林などに多い種」であり、学校

林あっても良好な自然が保たれている部分もあることが分かる。ただしサカモリコイ

タダニは、東京銀座の道路の植栽などからも発見されており、その後「評価１：人為

的影響の強い環境の土壌に広く生息する」ことが確認された。長崎県壱岐島に多量に

生息しているので、ここが故郷ではないかとする見方もある（青木 ,1996）。また、オ

オハラミゾダニは、「評価２：様々な環境に幅広く生息する種」である。ようするに、

自然度の高い場所にすむ種と人工的環境が好きな種が混在していることが分かった。  

  ② 城山（宇和島城）で多く現れた種（学校林でいない） 

    フトゲナガヒワダニ、オニダニ科の一種、タモウツブダニ、マルコソデダニ、キュ

ウジョウコバネダニなどが出現した。これらのうち、マルコソデダニのみ「評価１：

人工的な環境に多く生息する種」であったが、残りの全ては「評価４：自然林から二

次林にかけて生息する種」であった（オニダニ科の一種は種名が特定できなかったが、

青木(1979)に従うと同じくここに属する）。残念ながら、学校林にはいた「評価５：自

然林や神社に多い種」はいなかった。  

  ③ どちらにも出現した種 

    種が特定できなかった

ので、はっきりとはいえ

ないが、ヘソイレコダニ

科の一種、ジュズダニ科

の一種がどちらにも現れ

た。ヤマトイレコダニ、

ヤマトクモスケダニも両

方に現れたが、その名前

のとおり日本全体に広く

現れる種であり分布も広

い。特にヤマトクモスケ

ダニは「様々な環境に広

く生息する種」であり、

どちらに現れたのもうな

ずける結果であった。 

４ まとめと今後の課題 

   出現種をみる限り、ふるさとの森と城山の土壌動物には共通種が少なく、異種の割合が

高い。樹種も文頭で述べたとおりかなり異なっており、この違いは、ふるさとの森の方の



土壌が持ち込まれたものだと考えると説明がつきやすい。実際、文献（橋越, 1999）によれ

ば、「1977 年２月に生徒自信の手によって地元の樹木を持ち寄り、創立 80 周年及び第 28

回卒業記念として環境保全林ふるさとの森が国道沿いに作られた」とあり、およそ 40 年前

に植樹の折、持ち込まれた土壌であることが明らかになった。  

土壌動物の種を詳細に調査することで、その土壌周辺の環境診断だけでなく、見た目に

はわかりにくい土壌の起源などを探ることもできることが分かった。今後は、さらに調査

範囲を広げ、場所により、あるいは遷移によりどのような土壌動物が出現するのか調べて

いきたいと考えている。  
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